
Ｑ９：川辺川で過去、このような濁りの長期化は無かったのですか？

Ａ9 ：昭和３８年８月の水害時にも、今回のような多くの山腹崩壊が

生じ、五木村まで河床に大量の土砂が堆積し大きな土砂災害
となりました。その当時の館報「さがら」に洪水を１ヶ月経過して
も濁水が続いている内容の記事があります。
このように山腹崩壊等により多くの土砂が川に堆積するとこの
ような濁りの長期化は起こりうる現象であると考えられます。

◎昭和３８年１０月５日発刊 館報「さがら」




